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1-1．GCPパートナー契約締結について

2020年6月よりUSiZEパブリッククラウド
モデル（GCP）（※）として販売を開始
しております。

USiZEパブリック
クラウドモデル
（AWS）

USiZEパブリック
クラウドモデル
(MicrosoftAzure)

USiZEパブリック
クラウドモデル
(GCP)

※USiZEとはSCSKが提供するプライベートからパブリッククラウドまで
ラインナップを揃えた、クラウドサービスの総称（ブランド名）です。
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1-2．「イマ」GCPに取り組む理由

グローバルの先進的な技術や考え方を採用
当社に新たな知見をもたらす役割

新しい技術や考え方を蓄積し
プラットフォームとして実装・提供する役割

開発プロセス 開発ツール 部品・パターン

共通インフラ（IaCベース）

人材投資・人材教育

プラットフォームを活用してプロセス改革
収益拡大し新たな投資原資を生み出す役割

SoR系事業

On-
Premise

USiZE

SoE/DX系事業

AWS GCP

新たな
取組みDX化を加速させる

RDB MQ コンテナ AI/ML データ分析

●DX系技術や考え方を従来業務に拡大
●SCSK業務自体のDX化を加速させることが狙い
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1-3．「イマ」GCPが注目されている理由

●国内クラウド市場はいまだに右肩上がり（年間平均成長率:16.2％）
●成長を支えているのはSaaSからPaaS＋IaaS領域へシフト
●Saasで実現可能な汎用業務から特定業務へクラウドが浸透

カテゴリ
実績 見込 年間平均成長率

（’23/’18）2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

SaaS 627,300 723,800 816,600 906,300 985,200 1,057,400
11.0%

前年度比 ー 115% 113% 111% 109% 107%

DaaS 23,500 27,600 33,400 37,900 42,200 46,800
14.8%

前年度比 ー 117% 121% 113% 111% 111%

PaaS 110,100 160,300 222,600 293,200 366,300 437,200
31.8%

前年度比 ー 146% 139% 132% 125% 119%

IaaS 270,900 347,400 438,100 527,200 595,700 647,300
19.0%

前年度比 ー 128% 126% 120% 113% 109%

合計 1,031,800 1,259,100 1,510,700 1,764,600 1,989,400 2,188,700
16.2%

前年度比 ー 122% 120% 117% 113% 110%

※富士キメラ総研 『2020 クラウドコンピューティングの現状と将来展望』より抜粋

＜単位：百万円＞
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1-3．「イマ」GCPが注目されている理由

●伸びているクラウド市場の中でもGCPは成長率No.1
●2020年度には国内で1千億円を超え、AWS・Azure売上に急接近

※富士キメラ総研 『2020 クラウドコンピューティングの現状と将来展望』より抜粋

クラウド事業者
売上 年間平均成長率

（’20/’18）2018年 2019年 2020年

アマゾン ウェブ サービス ジャパン 172,900 231,900 291,000 29.7%

日本マイクロソフト 161,000 202,800 257,500 26.5%

グーグル・クラウド・ジャパン 41,400 68,700 110,300 63.2%

セールスフォース・ドットコム 69,450 80,400 88,400 12.8%

日本IBM 61,750 70,350 82,400 15.5%

日本オラクル 20,400 25,700 31,000 29.7%

合計 526,900 679,850 860,600 27.8%

 AWS、Azureに引き続く3番目のメガクラウドのポジションを確立
 優れたPaaSサービスを多数持っていることが要因
 当社もGoogle Cloud社との連携を強化
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1-4．GCPの強い領域

BigQuery

AutoML
AI Platform

 膨大なサンプルデータを保有
 最先端のディープラーニング技術

 検索エンジン、ビックデータ解析技術
 豊富なBIツールとの連動

キーワード

AI/機械学習

データ
統合/分析

GCPソリューション 特長・メリット

Anthos
GKE HUB

 Kubernetesの本家本元
 後発クラウドとしての戦略

マルチクラウド
コンテナ

●AWSは既にコモディティで多様な使い道を想定
●GCPは以下の尖った領域でのニーズが多く、検証の引合多数
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2-1．クラウド型データ活用基盤の一般的な構成

DataLake
DataWareHouse

Data Mart
BI

AI
MachineLarning

AWS
Amazon Simple
Storage Service

Amazon Redshift Amazon
QuickSight

GCP
Google Cloud

Storage
BigQuery

Connecrted
Sheets

Data Portal

BigQueryはサーバレスで運用不要
BI＋AI/MLサービスとの連動が容易

Googleの持つ膨大なデータにより学習
済みのすぐ使えるAI/MLサービスが充実

機械学習API

Cloud AutoML

AI Platform

Amazon
SageMaker

AIサービス
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2-2．活用イメージ①（流通業向け顧客分析基盤）
【背景】 顧客に関する分析用データが社内に点在、活用できていない
【目的】 データを収集・統合して、社内分析担当が顧客分析可能な環境を作る

お客様オンプレ環境

Oracle

データレイク データ加工 データウェアハウス データ参照

Cloud
Storage

Big
Query

①データ収集（属性データ/ECサイト行動履歴/商品情報）

②フラットファイル
を加工

④シート連動

データ
分析担当

⑤データ閲覧

Connected
Sheets

受注管理システム

Oracle

ECサイトシステム

Oracle

商品管理システム

Cloud
Dataflow

③データの結合集計
ビューの作成



Copyright © SCSK Corporation/無断転載・複製・流用は禁止します。

11

2-3．活用イメージ②（需要/供給管理システム）
【背景】 先物取引により仕入コストを抑え、競争力の維持が必要
【目的】 膨大な過去データを分析・利活用し、ベストなタイミングでの仕入れを実施

商品販売システム

Oracle

商品調達システム

MySQL

データレイク データ整形・加工 推論 データ参照

Cloud
Storage

Big
Query

AutoML

①データ収集（過去販売/調達実績、契約情報）

②DWH化

③推論結果

④データ分析

調達担当

⑤分析結果

⑥学習データ

次世代
BIツール
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2-4．活用イメージ③（製造業の設計書データ可視化）
【背景】 膨大な数の設計書が紙＋データで存在。ドキュメント検索ができず業務効率✖
【目的】 設計書データにタグ付けをし、社内で類似事例を検索・ヒットさせるようにする

お客様拠点

設計書データ
（テキスト/画像）

設計書データ
（紙）

Cloud
Storage

①データ収集（ファイル＋スキャンデータ）

DocumentAIVisionAPI Natural LanguageAPI

画像認識
ファイル変換

OCR
分析情報

分析情報
の引き出し

②AIサービスによる推論

AutoML(NaturalLanguage)

Big Query

⑥データの検索・閲覧

AI ML③MLサービスによる推論

④推論済データの格納

Compute
Engine

自社固有用語の学習・推論

⑤データの整形・加工
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3-1．USiZEパブリッククラウドモデル（GCP）ご紹介

お客様 システム構築 クラウド接続 請求、アカウント管理ITリソース提供 サポート

インテグレーション
サービス

コネクティビティ
サービス

リソース提供
サービス

請求代行/アカウ
ント管理サービス

テクニカル
サポートサービス

●AWS/Azure/GCPを最大限に活用できるSCSKのオールインサービス
●GCPの弊社実装サンプルを活用し、迅速に環境準備可能
●構築後は弊社SEによるビデオ会議ツールを活用したサポート提供

企画・検討 設計・構築 運用・保守

メリット

サ
ー
ビ
ス
概
要

特
長

第三者目線での正当なクラウ
ド比較・ご提案・グランドデザイ
ンの作成が可能

実装サンプルを活用して、短期
間、低コスト、高品質での環境
準備が可能

クラウド運用実績豊富な弊社
SEによるビデオ会議を活用した
顔の見える技術サポート
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3-2．GCP活用キャンペーンのご紹介

お客様ビジネスのDX化を強力にサポートするため、GCP活用キャンペーン
を開催させて頂きます！

リソース提供

アカウント管理

請求代行

テクニカルサポート
(Webコンソール)

テクニカルサポート
（ビデオ会議） 無償で

ご提供

リソース
半額負担
でセット
提供

弊社SEが回答するテクニカル
サポートを無償提供します。

GCPリソース利用料の50％
を弊社にて負担します。
更に請求代行/アカウント管
理サービスを無償提供します。

GCPリソース
費用

アカウント管理

請求代行

＜通常時＞

GCPリソース
費用の半額

＜キャンペーン時＞

テクニカルサポート

GCPリソース費用の半額分の費用のみ
で、請求代行、アカウント管理、
テクニカルサポートをセットで提供

【キャンペーン対象期間】
2021年3月31日まで
（好評につき期間延長決定！！）

【キャンペーン適用条件】 以下どちらかに該当してればOK
●BigQueryもしくはAI/MLサービスをご利用
●GCPへのマイグレーションを実施
（GCPへの移行サービスも別途ご用意）
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まとめ

 GCPは現在最も伸びてきているメガクラウド

 得意領域はマルチクラウド/コンテナ、データ利活用、AI/ML

 BigQueryとBIツール、AI/MLを絡めたサンプル実装多数

 手軽に、素早く、GCPを利用開始できるキャンペーン実施中
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ご清聴ありがとうございました。

GCPに関するお問合せはこちらまで
＜gcp-sales@ml.scsk.jp＞

サービス開発課 岸岡

※掲載されている社名や製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。


